
国際生物多様性の日
（こくさい せいぶつ たようせい の ひ）

生物多様性とは
生きものたちの豊かな個性とつながりのことをいいます。地球上の生きものは40億年

という長い歴史の中で、さまざまな環境に適応して進化し、3,000万種ともいわれる

多様な生きものが生まれました。
これらの生命は一つひとつに個性があり、全て直接に、間接的に支えあって生きてい
ます。



国際連合（国連）では、
この日の午前１０時（現地時間）に
森林破壊の解消のため
「植樹を行おう」と呼びかけており、
各国・地域では、いっせいに
木を植える「グリーンウェイブ」と
呼ばれる植樹イベントが
開催されています。

５月２２日は国連が定める「国際生物多様性の日」
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６月の環境月間
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